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ヒュームの「ある」と「べき」の問題
















affairs)の観察をなしながら,突然驚かされることに,「あるまたはない」 (ガs,and Js ηοι)とい





か (can be a deduction)一一 それは全く考えられないことのように見えるけれども一―,その理
由が与えられなくてはならないからである。しかし,著者たちは通常,このような注意を払わない
ので私はこれを読者におすすめしようと思 う。私は,この一寸した注意が世のすべての道徳論 (al l
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そのことは,何よりも,ヒュームの義務感 (sensc of duty)1こ端的にあらわれている。同知のよ
うにヒュームは,初期の『人間本性論』において,徳を「自然的徳」(natural virtues)と「人為
的徳」(artificial ?rtues)とに分けているが,その自然的徳の義務感は「常にわれわれの情緒の
























































































































に言われているのを見る。「人間悟性 (human understanding)の作用は観念の比較と,事実 (matter
of fact)に関する推論 (infering)とに三分される」「いかなる事実も論証され得ない」と淳0マッ
キンタイヤーの指摘するように,ヒュームではたしかにdeductionの使用は少ないけれども,「べき」













もの,すなわち類似 (resemblance),反対 (contrariety),質の程度 (degree in quality)及び

























































































とを固く信 じている。」「極めて重大な」(of last consequence),「全然異った」「全く考えられな
い」「是非とも, その (理由,説明が)与えられる必要がある」。「突然驚かされた」(when of a
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